	２５年度 第１回常務理事会議事録


１)日  時  平成２５年　４月１３日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  
会　　長　　阿部　養悦

副会長　　山田　文夫　前谷津　文雄　　　小山　洋

理　　事　　立花　茂　大友　一匡　佐々木　昌浩
　安彦　茂　長谷川　圭三

　　　常務理事の現在数（会長、副会長を含む）１０名

　　のうち、

　　　　　　出席理事　　９名

　　　　　　欠席理事　　１名　（本舘広樹）

　　　常務理事会は成立した。

・　その他の出席者

監事　大山　勝彦

理事　引地　健生（広報部のオブザーバー）
常務理事会開催の辞を前谷津副会長が行い、会長挨拶で、阿部会長は４月１日に公益社団法人の登記を行なったことの報告とともに公益法人スタートに向けて会長自身、身の引き締まる思いがあることを述べ、新役員（理事）協力の元、一丸となって事業に当たってもらいたいと述べられた。
議事に先立ち、平成２４年度第１２回常務理事会議事録（案）の確認が行なわれ、修正意見はなかった。

議長の阿部会長は、議事録作成者に山田副会長、
議事録署名人に立花　茂理事　、安彦　茂理事を指名し議事に入った。
４）議　事　　　　　　

①今後の行事確認
　４月　１日（月）　公益社団法人登記
　４月１０日（水）　第１回業務執行理事会
　４月１１日（木）　日本放射線技術学会総会学術大会
　　　　　～１４日（日）
　４月２０日（土）　新理事研修会及び第１回理事会
　　　　　　　　　　　宮城ＣＴ診断技術研究会

　５月１５日（水）　第９回スキルアップカンファランス

　５月１８日（土）　県民公開講演会

　　　　　　　　　（公）宮城県放射線技師会　第４５回総会
　　　　　　　　　　技師会ボウリング大会

　　　　　　　　　　東北部会市民公開講座（福島市）

　６月　１日（土）　日本診療放射線技師会　第７３回総会

　６月　８日（土）　フレシュマンズセミナー
　６月　９日（日）　医療画像展（多賀城市高橋地区）
②議　題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．　公益社団法人移行登記進捗状況について
長谷川事務局長は、登記状況について報告を行った。

「特例民法法人移行登記申請書類を３月２７日に法務局に提出し預り証を頂いてきた。その後、４月１日に申請受付を受理された。本日、電子申請の進捗状況を確認した
ところ、審査中ということで、まだ登記には至ってない状況
である」との報告であった。
以上の報告に対して、出席理事の全てが同意し、承認された。

2． 新理事、各担当について

　阿部会長より、平成２５・２６年度の執行体制において、理事の担当についての提案と各部の業務項目についての質問がされた。
　長谷川事務局長から、各理事には一つ一つの事業に対して担当を持たせるせることが、公益法人として望まれる執行体制であると意見が出た。
　本日は法人部部長が欠席の為、法人部に関しては前法人部長と新法人部長とで案を出してもらい、会長と相談をしてもらったのち再編成して、次回理事会で提案してもらうこととした。
　以上の審議に対して出席理事の全てが同意し、承認された。

3． 第４５回総会資料について
　立花総務部長より、第４５回総会資料案（日程、総会次第、第１号議案）の誤字・脱字の確認を行った。
この資料は、平成２４年度第１２回常務理事会で修正・補足した案である。

　長谷川事務局長より、総会次第の４号議案の諸規程改定は会費以外の議事であるため、議事に入らないの
ではないかとの意見が出た。

　この意見に対して、出席理事の全てが同意し、４号議案は削除することとした。

　以上、第１号議案の業務の日付・参加人数を明記して、メールにて再確認することを出席理事の全てが同意し、承認した。

　引地前広報部長より、総会資料発送時に会員異動届出の葉書を総会資料に入れるよう依頼があった。
　山田副会長・広報部長は、従来の異動届出だけでなく、平成２４年度第１２回常務理事会で審議した全会員の情報を把握できる書式を一緒に発送してはどうかという意見が出された。
　小山副会長も公益社団法人になった機会に、異動届出も含めた会員の情報を年度内に把握しては如何かとの意見が出された。
　立花総務部長から、今回は会員異動届出の葉書を計画していることと、会員情報の調査は個人情報を守ることから封書となるため、封書の申請は正式に公益法人として登記されていないので発送までに間に合うか判らないとの回答があった。

　以上、総会資料に異動届出の葉書を入れることと、会員情報調査の封書は、総会資料発送時まで間に合えば同封するが、間に合わなかったら７月の会報と一緒に発送することを出席理事の全てが同意し、承認した。
4． 第４５回総会資料会計報告について
　安彦財務担当理事より、平成２４年度収支決算暫定案の資料を提出して説明、報告された。詳細な決算書は領収書が全部届いていないので届き次第、税理士に資料を提出して最終作業を行うことと決算書の書き方は前年度との比較の為旧法人の書式とした説明があった。
以上の報告に対して、次回理事会までに決算書を提出することで、出席理事の全てが同意し、承認された。
5． 学術大会開催日変更について
　大友学術部長より、平成２５年１１月３０日（土）、第２２回県学術大会開催予定が核医学技術研修会と重なり、阿部会長の日程が重複するため、開催日の変更の打診があった。
　阿部会長は時間を調節して県学術大会に参加できることを伝え、予定通り開催することとした。
以上の検討事項に対して出席理事の全てが同意し、承認された。

6． 平成２５年度広報部の活動計画について
　引地前広報部長より、資料を提出して、２５年度広報部の活動計画について報告があった。
　内容はホームページの追加・修正で、①「会員登録情報の変更届出」について、②　「過去のお知らせ」の一覧表示ページの新設について、③（公）宮城県放射線技師会定款・組織図・各部各委員会名簿の更新について、④各種リンク情報に関して、最新情報の確認・更新について，⑤管理士会・活動のあゆみの追加・更新について、⑥医療画像展・県民公開講演会等の過去情報の追加・更新についてである。
　さらに、新メールマガジンの運用を開始することについて報告があった。
　以上、報告事項①、②に対しては出席理事の全てが同意し、承認された。③、④、⑤、⑥に対しては、関係部署に協力を依頼して追加・更新を行う事で出席理事の全てが同意し、承認された。

7． 賛助会員規程について
　阿部会長より、資料を提出して、賛助会員規程案について定款との整合性を図りながら協議を行なった。
　安彦財務担当理事から、賛助会員の会費未納の取り扱いについて意見が出された。これまで賛助会費は未納でも繰越をしない方法をとっていた。会費納入の規程を明確にした内容にするように要望された。
以上、協議の結果、会費・特典の内容を若干修正することとし、次回の理事会に提案することを、出席理事の全てが同意し、承認された。
8． ボーリング大会開催について
　佐々木（昌）福利厚生部長より、資料を提出して、今年度の事業計画に則り、５月１８日に、総会終了後にボーリング大会の開催計画案が出された。
山田副会長は、総会終了後には、公益社団法人移行記念講演会・祝賀会の開催を多少考えていたが、新理事会の意見を聞いてから決定することから、会場の確保や広報するまでの日にちを考えると開催は難しいので、福利厚生部の事業計画案通り、ボーリング大会を開催することに賛成した。
引地前広報部長は、公益社団法人移行記念ボーリング大会にしてはどうかという提案をした。

以上、協議の結果、記念ボーリン大会を開催することを、次回理事会に提案することを出席理事の全てが同意し、承認された。

9． その他
1 ２５年度技術講習会について

大友学術部長より、平成２５年７月２７日（土）、開催予定の技術講習会の計画について報告があった。

内容は、デュアルエナジーＣＴ装置のＣＴＤＩの測定と、
デュアルエナジーＣＴ検査のメリットの説明を計画したが、追加として、従来ＣＴＤＩ測定は電離箱で測定するが半導体検出器（Ｘ線ＱＡアナライザー）での測定も実習にいれた計画案とした。
　阿部会長から、内容から見て技術講習会のテーマではないのではないかとの意見が出たが、出席理事からＣＴＤＩ測定の測定器の取扱いとデュアルエナジーＣＴの講習会として計画してよいのではないかとの意見が出た。他にも、ＣＴＤＩの原理を理解するうえで二種類の特徴を比較することで理解し易いことから、ＣＴＤＩの原理の講習会を組み込んではどうかという意見が出た。
　以上、企画・内容を再度検討してもらうことで、出席理事の全てが同意し、承認された。
2 退会届者の確認
　長谷川事務局長より、３年間会費未納の会員に会費納入の督促を行ったところ、本人からは転勤で、退会届を出しているため納入しなかったとの返事があった。

この会員に対してどのような対応を取ったらよいか審議の依頼があった。県には退会届の書類が無く、日本診療放射線技師会には異動届が出ていない状態である。
　以上、もう一度、本人に確認を取ることと現在在籍している技師会を調査することで対応を考えることで出席理事の全てが同意し、承認された。
3 日本診療放射線技師会からの依頼について
　阿部会長から、日本診療放射線技師会から故障・事故事例の調査に係わる参加施設登録の協力依頼が来ているとの報告があった。日常点検の結果を全国的に調査する目的で、機器管理士の方に協力を頂きたいとの内容であることから、法人部にお願いしたいとのことである。　　　　　以上、協議した結果、法人部に会長より打診することで、出席理事の全てが同意し、承認された。

各部・委員会報告事項
1． 総務部
　立花総務部長は資料を提出し、日本診療放射線技師会の生涯学習カウント付与システムに賛同して頂く研究会名の報告を行なった。宮城ＭＲ研究会、青葉画像研究会、仙台乳房撮影研究会、みやぎＣＴリフレッシャーズ研究会の４団体である。さらに、青葉画像研究会は５月２４日開催のため、すでに申請を済ませたことの報告があった。
　また、６月８日に開催するフレッシュマンズセミナーの内容について、講師が確定次第、日本放射線技師会に申請することの報告があった。
　また、４月２０日(土)の新理事会研修会日程について、報告があった。

　　以上の報告に対して出席理事の全てが同意し、承認された。
2． 学術部
　大友学術部長は資料を提出し、第８回スキルアップカンファレンスの報告と第９回スキルアップカンファレンスの内容の報告と第１０回から放射線科医がアドバイザーとして参加してもらえることの報告を行なった。また、参加者が減ってきていることについての報告が行なわれた。

阿部会長から、読影の補助を考えた勉強会の内容であって欲しいとの要望があった。安彦理事は参加者の減少の解決には広報をしっかり行なってはどうかという提案がされた。山田副会長からは、スキルアップカンファレンスを始めるに当たって、理事がバックアップすることで始めたが学術部だけに頼っているところがあるので理事にも責任がある。今後、理事に協力をお願いしたいとの意見があった。大友学術部長も、これまでのやり方では良いとは考えていないので、内容・方針等を検討するとした。
以上の協議から、内容・方針等を検討すること、広報をしっかり行なうこと、理事のバックウップを図ることで、スキルアップカンファレンスを盛り上げていくことを出席理事の全てが同意し、承認した。
・報告内容

　第８回スキルアップカンファレンスの参加者は１７名（会員１３名、非会員４名）である。

第９回スキルアップカンファレンスの内容は
①「大動脈瘤、ステントグラフト治療を中心に」

　　　　　　　　　　　　　　　斉藤　和久　（仙台厚生病院）

②「当院の胆のう検査の実際」

　　　　　　　　　　　　　　　福田　真紀　（仙台赤十字病院）
３．　法人部
　本日、本舘法人部長は所用で欠席であるが、資料を提出し、阿部会長が報告を行なった。①宮城地区「緊急被ばく医療ネットワーク会議」に３月１８日参加したこと、②平成２５年度県民公開講座のこと、③多賀城市画像展準備状況のこと、④栗原市健康推進課からのＷＢＣ測定以来についてのこと⑤漏洩線量測定の報告である。
　以上の報告に対して、④に対してはＯＢに声がけしてみることとした。④以外の事項については、出席理事の全てが同意し、承認された。
４．　広報部
　引地前広報部長は資料を提出し、前ホスティングサービスＯＣＭとの契約が解除されたことを、４月２日、確認したことを報告した。さらに、公益社団に移行しての会長の挨拶文と県民公開講演会、第４５回総会、ボーリング大会を広報するため原稿依頼があった。
　以上の報告と依頼に対して出席理事の全てが同意し、承認された。
５．　福利厚生部
　佐々木（昌）福利厚生部長は資料を提出し、平成２４年度定年退職記念祝賀会ならびに表彰祝賀会の収支の報告を行なった。
　以上の報告に対して出席理事の全てが同意し、承認された。
・報告内容

　定年退職者２名、受賞者９名

　特別会員１名、正会員２７名、賛助会員１３名

　計５２名の参加があった。

６．事務局
　長谷川事務局長より、会員異動の資料と平成２４年度会費未納者リスト（Ｈ２５．３．３１現在）の資料を提出し、報告を行なった。
以上の報告に対して、出席理事の全てが同意し、承認され
①　会員異動
１．　新入会　　　
奥平　直人　　杜の都産業保健会

一番町健診クリニック

東北大学医短部Ｈ１６年卒
２．　再入会　　　なし
３．　県内異動　　

小野寺　義晴　　国立病院機構宮城病院

→　　国立病院機構仙台医療センター

後藤　光範　　　仙台厚生病院
　→　　宮城県立がんセンター

菅野　典子　　　国立病院機構宮城病院
→　　国立病院機構仙台医療センター

鈴木　八千代　　宮城県対がん協会
　　　　　　　　　　　→　　気仙沼市立病院

大黒　紘祐　　　宮城県立循環器・呼吸器センター
　　→　　宮城県立がんセンター高橋　大樹　　国立病院機構宮城病院

→　　国立病院機構仙台医療センター

村林　甲介　　宮城県立がんセンター

→　　宮城県立循環器・呼吸器センター
４．　転　出　　　
阿部　喜弘　　国立病院機構仙台医療センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　国立病院機構盛岡病院
５．　転　入　　
児玉　弘幸　　関東労災病院　　　　→　　　東北労災病院

村上　幸一　　国立病院機構北海道がんセンター

　→　　国立病院機構仙台医療センター
6． 退　会　　
青柳　隆照　　　　　自衛隊仙台病院

阿部　純子　　　　　宮城社会保険病院

今野　千香子　　　　宮城県立がんセンター

佐藤　清悦　　　　　自宅
高島　剛　　　　　　　仙台社会保険病院

畠山　知世　　　　　松本不二夫整形外科

森　恵美子　　　　　自宅
会員数　　５０５名
賛助会員

　社名変更　

　（株）ナナオ　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　ＥＩＺＯ（株）

コヴィディェンジャパン（株）　→マリンクロットジャパン（株）
　代表者変更

　（株）カイゲン　羽根　孝司　　→　中島　伸一
②　平成２４年度会費未納者リスト（Ｈ２５．３．３１現在）
　　３年未納者　　５名
　　２年未納者　　１０名

　　１年未納者　２５名　　　計４０名
以上で全ての審議が終了し、議長の阿部会長を解任、小山副会長が閉会の辞を述べ、２１時３０分閉会とした。
２０１３年　３月１３日
議　　　　　長

会　　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞
議事録署名人　

常務理事   立花　茂　㊞
常務理事  　安彦　茂　㊞
